
February 2016
第742号
平成28年２月１日発行

（毎月１日発行）

Public Relations SAMEGAWA

［広報］

２

Public
Relations

SAM
EGAW

A

２
February 2016

平
成

28
年

２
月

１
日

発
行（

毎
月

１
日

発
行

）
第

742
号（

昭
和

27
年

９
月

創
刊

）
発

行
／

福
島

県
鮫

川
村

　
編

集
／

鮫
川

村
役

場
企

画
調

整
課

〒
963-8401  福

島
県

東
白

川
郡

鮫
川

村
大

字
赤

坂
中

野
字

新
宿

39
番

地
5

［
広

報
］

両親の働く姿を見たり、お客さんの喜ぶ声を聞いたりしているうちに農家を

継いでいた」と話す白坂忠幸さんは、どっしりと落ち着いた印象です。両親
の代から続いている白坂農園は、主に長芋、ゴボウ、ニンジンなどの根菜類、ウド

やウルイなどの山菜類を作っています。その中でも、「鮫川うど」と名付けたウド

は人気が高く、それを目当てに来るお客さんも多いといいます。ウドは冬寒く雪
が少ない気候を好むので鮫川村にぴったりな野菜だそうです。忠幸さんは「今ま

で通り良いものを作ってお客さんの喜ぶ顔を見たい」と白い歯を見せました。

手まめな生産者 ＜第４回＞

お客さんの喜ぶ顔を原動力に良いものを作り続ける

白坂忠幸さん
しらさか・ただゆき（35）／赤坂西野字酒垂

文・絵／緑のふるさと協力隊・山田恵里さん

▼
こ
と
し
の
正
月

三
が
日
は
、
暖
か

な
毎
日
で
雪
も
な

く
、
里
帰
り
の
皆
さ

ん
も
安
全
に
行
き

来
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
も
元
日
に
初
老
の
厄
除
け
同
級

会
、
２
日
に
33
歳
厄
除
け
同
級
会
と
、

鮫
川
村
恒
例
の
同
級
会
に
お
招
き
い
た

だ
き
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
あ
っ
と

い
う
間
に
正
月
三
が
日
は
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
▼
本
日
１
月
10
日
は
村

成
人
式
。
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
が

ま
ぶ
し
く
、
そ
し
て
頼
も
し
く
見
え
ま

し
た
。
新
成
人
代
表
者
の
感
想
発
表
で

は
、
心
強
く
聞
か
せ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
前
途
に
幸
多
い
こ
と
を

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

若
い
皆
さ
ん
の
成
長
と
夢
の
実
現
を
村

と
し
て
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
村
づ
く
り
に
も
若
い
皆

さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
▼
１
月
16
日
に
は
還
暦
の
お
祝
い

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ

ま
が
節
目
で
の
伝
統
行
事
を
し
っ
か
り

と
先
輩
か
ら
つ
な
ぎ
、
健
康
で
幸
せ
な

人
生
を
送
れ
る
よ
う
村
づ
く
り
も
頑
張

ら
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ
れ
た
年
頭
で
し

た
。
本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

大 

樂 

勝 

弘

こちら

村長室

■小特集

■行政NAVI

第68回鮫川村成人式

ひと・まち・しごと創生
所得申告相談
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議
長
、
宮
川
政
夫
県
議
会
議
員
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、

青
戸
聡
一
郎
さ
ん
＝
富
田
字
前
沼

＝
が
「
社
会
に
奉
仕
す
る
共
同
と

連
帯
の
意
識
を
高
め
、
思
い
や
り

と
責
任
感
の
あ
る
社
会
人
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

生
方
小
百
合
さ
ん
＝
赤
坂
中
野
出

身
＝
、
齋
藤
航
さ
ん
＝
赤
坂
東
野

出
身
＝
、
松
本
一
樹
さ
ん
＝
富
田

字
反
田
＝
の
３
人
が
感
想
文
を
発

表
。
家
族
、
恩
師
、
友
人
や
地
域

の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、

成
人
と
し
て
の
決
意
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。

　

記
念
行
事
に
移
り
、
奥
州
鮫
川

太
鼓
保
存
会
に
よ
る
祝
い
の
太
鼓

が
披
露
さ
れ
、
力
強
い
演
奏
で
新

成
人
を
祝
福
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
地
元
在
住
の
新
成
人
７
人
が

作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
幼
少

期
か
ら
中
学
生
ま
で
の
写
真
が

次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
級
友
や
恩
師
と
写
真
を

撮
っ
た
り
談
笑
し
た
り
す
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、
会
場
に
は

新
成
人
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
68
回
鮫
川
村
成
人
式
は
１

月
10
日
、
村
公
民
館
で
行

わ
れ
、
新
成
人
49
人
（
男
性
26

人
、
女
性
23
人
）
が
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て

棚
井
諒
平
さ
ん
＝
青
生
野
字
羽
双

＝
に
成
人
証
書
、
関
根
美
和
さ
ん

＝
西
山
字
赤
柴
＝
に
記
念
品
が
大

樂
村
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
樂
村
長
が
「
大
き
な
夢
を
持

ち
、
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
鮫
川
村
を
い
つ
ま
で
も

見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
た
あ
と
、
星
一
彌
村
議
会

第68回鮫川村成人式

【小特集】第68回鮫川村成人式

A Coming of Age Celebration

INTERVIEW

新成人49人が
大人の仲間入り

まだ成人になったという実感はあま

りありません。高校卒業後、製造業
に就職しました。今はとにかく仕事
を頑張りたいです。自分の意見を言
えるように、そして、もっと速く作業
ができるようになりたいです。

二十歳になってタバコが吸えたり酒
が飲めたり自由になる部分がありま

すが、飲酒運転をしないなど社会の

ルールをきちんと守って生活したい

です。いつまでも静かで穏やかな鮫
川村であってほしいです。

来春には大学３年になり就職を考え
る時期になるので、これから自分が

やりたいことを見つけたいです。鮫
川村の人たちは、自分の子どもでな

くても応援してくれます。子どもを

大切にする鮫川村が好きです。

袴を着てみて、成人になった実感が

湧きました。大人として責任を持っ

た行動をして、仕事も私生活も充実
させたいです。スライドショー作成
では、写真集めが大変でしたが、思
い出がよみがえってきました。

笹島　望さん　青生野字江堀

藤田朋広さん　赤坂西野字茅

大橋優美子さん　茨城県龍ヶ崎市

蛭田拓弥さん　渡瀬字福原

自分の意見が言えるように、速く作業ができるように

社会のルールをきちんと守って生活したい

これから自分がやりたいことを見つけたい

大人として責任を持った行動をしたい

式終了後、出席者全員で記念撮影。人生の節目に新しい思い出が加わった

自撮り棒を使って記念撮影をする新成人たち

右　懐かしい写真が次々と映し出されたスライドショー
左　二十歳の門出を祝う太鼓演奏

１　成人証書と記念品を受ける棚井諒平さん㊨と関根美和さん㊧
２　新成人を代表して誓いのことばを述べる青戸聡一郎さん
３・４　式に臨む新成人たち。そのりりしい表情からは成人としての自
覚が感じられる

１

２

３

４

Fujita  Tomohiro

Ohashi  Yumiko

Hiruta  Takuya

Sasajima  Nozomi
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こ
れ
ま
で
の
国
の
動
き

　

人
口
減
少
と
首
都
圏
一
極
集
中
に

よ
る
地
方
の
衰
退
に
対
応
す
る
た

め
、
国
は
２
０
１
４
年
11
月
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
同
年
12
月
に
は
、
人

口
問
題
に
つ
い
て
の
将
来
の
展
望
を

示
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
今
後
５
か

年
の
政
府
の
方
向
性
を
示
し
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
60
年
に
１
億

人
程
度
の
人
口
を
、
50
年
代
に
実
質

経
済
成
長
率
１
・
５
〜
２
％
程
度
を

維
持
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
戦
略
は
、
▼
地
方
に

お
け
る
若
者
の
雇
用
創
出
▼
地
方
へ

の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
▼
安

心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
▼
時
代
に
あ
っ
た

地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連

携
す
る
―
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
地
方
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
た
め
、
都
道
府
県
・
市
区
町

村
に
対
し
て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
努
力
義
務

化
し
ま
し
た
。

鮫
川
村
総
合
戦
略
を
検
討

　

鮫
川
村
に
お
い
て
も
長
期
的
な
鮫

川
村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、

減
少
す
る
人
口
を
食
い
止
め
る
た
め

の
基
本
目
標
と
基
本
的
方
向
、
具
体

的
対
策
を
ま
と
め
た
「
鮫
川
村
総
合

戦
略
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

鮫
川
村
総
合
戦
略
は
、
15
年
か
ら

10
年
間
の
村
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「
第
４
次
鮫
川
村
振
興
計
画
」
の
理

念
の
も
と
、
振
興
計
画
の
実
施
計
画

に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
振
興
計
画
策
定
委
員
の

村
民
20
人
と
村
職
員
20
人
で
構
成
す

る
「
鮫
川
村
総
合
戦
略
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
昨
年
10
月
か
ら
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ

か
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

母
親
お
よ
び
東
京
鮫
川
会
会
員
と
そ

の
家
族
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
も
踏
ま

え
て
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
村
の
有
識
者
会
議
や
村
議
会
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
、
平
成
28
年
度

か
ら
取
り
組
む
予
定
で
す
。

問
村
企
画
調
整
課
企
画
振
興
係
☎
49

　

３
１
１
５

■まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本的な考え方

しごと

雇用の質と量の確保・向上

⇒「しごと」と「ひと」の好循環、それを支える「まち」の活性化

ひと

有用な人材確保・育成、結婚、
出産、子育てへの切れ目ない支援

まち

地域（中山間地域、地方都市、大
都市圏）の特性に即した課題解決

　鮫川村総合戦略を策定するにあたり、鮫川村の将来を担う若い世代のニーズを把握するため、子どもと

その保護者、若者・女性などにアンケート調査を行いました。また、転出した後も村と交流を続けている

東京鮫川会会員を対象に、自身のＵＩターン意向や子ども・孫世代の村への思いを把握する調査を行いま

した。その主な結果をお知らせします。

①住みやすさと村への愛着度

▼村が「住みやすい」という意見は、小・中学生47％、高校生10％、若者女性16％、保護者19％で、高校生
　は評価が低い。

▼鮫川村が「とても好き」という意見は、小・中学生43％、高校生36％、若者女性21％、保護者23％で、住
　みやすさに厳しい評価を下した高校生ですが、村への愛着が無いわけではない。

②子育て環境

▼将来、「ぜひ、鮫川村で子育てしたい」と「できれば鮫川村で子育てしたい」を合わせた割合は、高校生
　64％、若者女性72％で、子育て環境としての評価は良好。

▼しかしながら、少子化にある状況の原因を問うと、保護者50％、若者女性51％が「若い人の仕事場が不
　足している」と回答しており、村内に仕事をつくっていくことが重要。

③定住意向・Ｕターン意向

▼「ずっと村で暮らしたい」という定住意向は、小・中学生10％、高校生14％、若者女性24％、保護者41％
で若い世代ほど割合は低い。一方、「将来は村に戻りたい」というＵターン希望は、小学生34％、高校生
40％で、ずっと村で暮らすより一度村を離れて、その後戻りたい意向が強い。

▼また保護者による、子どもの将来の居住地の考え方は、「本人が希望すれば村外でもよい」が76％、「積
極的に村外に出ることを勧める」が13％。我が子の自己実現を願う親心と、人口流出のジレンマが見ら
れる。

▼成人式参加者のうち、「ぜひＵターンしたいと考えている」３％、「できればＵターンしたいと考えてい

　る」12％。「どちらともいえない」27％、「Ｕターンすることは考えていない」30％。

▼東京鮫川会会員のうち、「ぜひＵターンしたいと考えている」１％、「できればＵターンしたいと考えてい

　る」７％。「どちらともいえない」10％、「Ｕターンすることは考えていない」72％。

▼成人式参加者のうち、Ｕターンしないという回答者の理由の１位は「鮫川村に仕事がない」で47％。一
方、東京鮫川会会員は、高齢者が多く無職者も多いため、Ｕターンしない理由は仕事よりも「家族が同
意しない」が33％、「医療機関が充実していない」が31％。

まち・ひと・しごと創生アンケート結果概要をお知らせします

「まち・ひと・しごと創生」とは、「まち」「ひと」「しごと」を一体的に推進することで、
活力あふれる地方の創生を目指すことです。
「まち」…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める

　　　　地域社会の形成
「ひと」…地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保
「しごと」…地域における魅力ある多様な職業の機会の創出

■ 回答者の属性
小・中学生 保護者 高校生 若者・女性 転出者 新成人

対象者
小学４～６年生
および中学１～３
年生

小学４～６年生
および中学１～３
年生の保護者

高校１～３年生相
当の人

20代・30代の男
女（※） 東京鮫川会会員

2016年１月開催
の村成人式出席
者

回収数（票） 90 68 50 71 109 33

回収率（％） 50.0 50.7 48.5 35.5 57.1 84.6

※保護者アンケート該当者を除く。

行政

ＮＡＶＩ

４回にわたって議論を重ねた村総合戦略検討委員会
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行政

ＮＡＶＩ

申
告
が
必
要
な
人

　

28
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
人
や
、地
代
、家
賃
、配
当
、

譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
の
ほ
か
に
事
業
、
配
当

や
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

人
③
給
与
所
得
者
の
う
ち

▼
２
カ
所
以
上
の
事
業
所
な
ど
か

　

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

▼
27
年
中
に
退
職
し
た
人
や
年
末

　

調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

支
払
証
明
書
な
ど

【
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
所
得
】

①
営
庶
業
等
所
得
調
査
表

②
収
入
支
出
を
記
帳
し
て
あ
る
も
の

　

お
よ
び
領
収
書
な
ど

※
な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送

付
さ
れ
た
人
は
申
告
当
日
に
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
未
記
入
の

ま
ま
で
結
構
で
す
）。

相
談
時
間
の
短
縮
に
協
力
を

　

領
収
書
な
ど
が
未
整
理
の
た
め
書

類
の
作
成
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
業
所
得
や
農
業
所
得

を
申
告
す
る
人
は
経
費
ご
と
に
、
医

療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療
機

関
・
個
人
ご
と
に
整
理
・
集
計
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

相
談
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

白
河
税
務
署
は
、
申
告
書
の
作
成

お
よ
び
提
出
の
た
め
の
会
場
を
開
設

し
ま
す
。
会
場
で
は
、
申
告
者
本
人

が
「
手
引
き
」
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
申
告
書
な
ど
の
書
類
を
作
成
し

ま
す
。

開
設
期
間　

２
月
８
日
㊊
〜
３
月
15

日
㊋　

※
土
・
日
、
祝
日
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

開
設
時
間　

９
時
〜
16
時

会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

　

成
セ
ン
タ
ー
２
階
「
講
堂
」

問
白
河
税
務
署
☎
０
２
４
８
㉒
７
１

　

１
１

▼
給
与
の
ほ
か
に
年
金
、
恩
給
や

　

報
酬
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

④
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

人
⑤
生
命
保
険
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た

　

人
（
満
期
や
解
約
を
含
む
）

⑥
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
（
平
成

11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
、
ま

た
は
平
成
21
年
か
ら
平
成
29
年
末

ま
で
に
入
居
し
た
人
）

持
参
す
る
も
の

　

申
告
の
際
に
は
、
次
の
も
の
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
書
類
不
足
な
ど
で

受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
書
類
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
印
鑑
・
筆
記
用
具
お
よ
び
収
入
支

　

出
が
確
認
で
き
る
預
金
通
帳

②
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が
あ
る

　

人
は
売
買
契
約
書
ま
た
は
明
細
書

③
生
命
保
険
料
、
建
物
共
済
な
ど
の

　

払
込
証
明
書

④
国
民
年
金
加
入
者
は
、
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
医
療
機
関
の
領
収
書
な
ど

（
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
）

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

　

人
は
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

⑦
口
座
振
替
を
利
用
す
る
人
は
金
融

機
関
・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

お
よ
び
届
け
印

　

ま
た
、
申
告
す
る
所
得
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
次
の
書
類
も
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
農
業
所
得
】

①
収
入
支
出
を
記
帳
し
て
あ
る
も
の

　

お
よ
び
領
収
書
な
ど

②
肉
用
牛
売
却
所
得
の
免
税
措
置
を

　

受
け
る
人
は
売
却
証
明
書

【
給
与
所
得
】

①
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
ま
た
は
事

業
主
の
発
行
す
る
給
与
・
賃
金
の

申
告
相
談

所得 ２
月
16
日
㊋
〜
３
月
14
日
㊊
・
役
場
２
階
「
正
庁
」

月 日 曜日 行政区 該当地域

２
　
月

16 火 青生野 丸谷地一・二、大平、大犬平

17 水 青生野 江堀、青生野、西谷地、世々麦、姿平

18 木 赤坂西野 切払上・東、名下一・二、茅、
茅南、蕨平、本坂、滝、仁田、草牛

19 金 赤坂西野 酒垂新・旧、石神、火打石、岫長、
虹ヶ沢、荻ノ沢

20 土
21 日 予備日 指定日に申告できなかった人

22 月 赤坂西野 滑石、上、中、西、浅屋敷、
前折戸、塩倉一・二

23 火 富　田 前沼、彦次郎一・二、日和田、
反田一・二

24 水 富　田 鍬木田一・二・三、二反田一・二、
中沢一・二・三

25 木 西　山 戸倉、赤柴、菅田、菅ノ目、
水口一・二、大沢

26 金 西　山 落合、大平、追木、折戸、余所内

27 土
28 日

29 月 西　山 西野内、宝木、押野、
岩野草上・下、大久保

３
　
月

１ 火 渡　瀬 江竜田元・上・新、大戸中、下

２ 水 渡　瀬 中山、木之根一・二・三、中野町、
上耕地、越虫

３ 木 渡　瀬 福原一・二、田苗下、田尻一・二、
関口一・二・三、座場見

４ 金 赤坂東野
・石井草

広畑一・二・三・四・五、滝ノ下、
蕨ノ草、芦ノ草、木戸沢、前田、大竹下・上

５ 土

６ 日 予備日 指定日に申告できなかった人
（農業、営業収入がない人）

７ 月 赤坂東野
・石井草

戸草下・上、新立、葉貫、唐露、
大石草、遠ヶ竜前・後、大根屋敷

８ 火 赤坂東野
・石井草

中内、大房、楢久保、官代下・上、
石井草、内ヶ竜上・下

９ 水 赤坂中野 新宿一・二・三・四・五・六・七、
道少田一・二・三・四・五、中野団地、宿ノ入

10 木 赤坂中野 大塩一・二・三、伏木田、
官沢一・二、馬場、鬼越、ひだまり

11 金 赤坂中野 真坂東・下・上、取上、薄ヶ久保、
前田一・二

12 土
13 日
14 月 予備日 指定日に申告できなかった人

■所得申告相談日程

※２月 21日、３月６日は日曜日の申告受け付けをしますが、混雑が予想されます

ので、できるだけ指定日に来てください。また、指定日以外に来た場合は、指定
日の人を優先しますので、ご了承ください。

　
村
は
、
２
月
16
日
㊋
か
ら
３
月
14
日
㊊
ま
で
（
受
付
時
間
：
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

30
分
）
、
役
場
２
階
「
正
庁
」
で
所
得
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
申
告
相
談
は
、
27
年
分

の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
28
年
度
分
の
村
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
指
定
さ
れ
た
日
（
左
表
を
参
照
）
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

村
総
務
課
税
務
係
☎
49
３
１
１
１
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鮫
川
村
の
お
正
月
は
不
思
議
な
こ
と
ば
か
り

料
理
や
正
月
飾
り
な
ど
の
違
い
を
発
見

上　藤つるとマツの葉などで正月飾りを

作り、玄関に飾りました／下　イモを彫っ
てはんこを作りました。これでオリジナル

の年賀状が完成しました

「ひだまり荘」のクリスマス会
で民謡や歌謡曲を披露しま

した。利用者の皆さんが手拍
子をして喜んでくれました

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」

「いいね！」お願いします。

　めぐみのさと　　　緑のふるさと協力隊・山田恵里さんの鮫川体験記

第
３
学
期
始
業
式

　

１
月
８
日
、

第
３
学
期
始
業

式
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
に
、

芳
賀
な
お
み
校

長
が
、
栃
木
県

日
光
東
照
宮
の
三
猿
「
見
ざ
る
・

言
わ
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
」
の
ほ
か

に
、
お
元
気
三
猿
と
呼
ば
れ
る
三

猿
「
よ
く
見
て
・
よ
く
聞
い
て
・

よ
く
話
す
」
が
埼
玉
県
秩
父
神
社

に
あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
児

童
は
、
２
つ
の
三
猿
の
意
味
が
分

か
り
、
う
れ
し
そ
う
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
児
童
代
表
の
八
木
伊
吹

さ
ん
（
５
年
）
が
、
冬
休
み
に
老

人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
た
体
験
や
、

３
学
期
の
目
標
を
堂
々
と
発
表
し

ま
し
た
。

和
食
マ
ナ
ー
教
室

　

村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養

技
師
さ
ん
が
、
５
年
生
に
和
食
マ

ナ
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
に

箸
の
使
い
方
を

中
心
に
学
習
し

ま
し
た
。
大
豆

を
正
し
い
箸
の

使
い
方
で
移
動

さ
せ
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
う
ま

く
箸
で
挟
む
こ
と
が
で
き
な
い
子

も
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
上
達

し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
食
事

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
イ
ワ
シ

の
骨
を
上
手
に
は
ず
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

租
税
教
室

　

６
年
生
を
対

象
に
租
税
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

村
職
員
の
話
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴

を
通
し
て
、
税

金
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
子

ど
も
約
19
人
が
小
学
校
６
年
間
を

過
ご
す
の
に
、
約
１
億
円
の
税
金

が
使
わ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
１
億

円
の
見
本
を
見
た
時
に
は
、
お
札

の
重
さ
と
そ
の
量
の
多
さ
に
、
驚

い
て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
学

校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
の
も
、
税
金
の
お
か
げ
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
小
学
校
）

鮫川小学校編

（136）

　テレビに映る歌手の名前がすぐ出
てこないもどかしさを感じたことがあ

る人は多いようです。これを老化現象
と思い込んでいる人がいますが、果た

してそうでしょうか。
　その道のプロという教師も、できる

子どもは分かるはずだという思い込み

があります。常にできる子どもであって

も、答えは合っているが、その理由がよ

く分からないという子どもがいます。
　このように未消化のまま時間が経つ

とできる状態になっている子どもも忘
れていくのです。覚えただけでよく分
かっていないので、いずれ忘れ去って

いくものなのです。
　名前が出てこないということは、老
化ではなく、知っていたという思い込
みによることが多いのです。
　この問題を解決するには、 ▼自分が

深く関わること ▼そのことに興味を持
つこと―などが考えられるのではない

でしょうか。
奧貫　洋

教育長コラム
優しくて面白い保健の先生に

人を喜ばせられる美容師に

動画でたくさんの人を楽しませたい

かわいい動物と接する仕事に

さめがわの教育

ぼ
く
・
わ
た
し
の
夢

＜

第
９
回＞

鮫
川
小
６
年
生

恵 里みの
さめがわ日記　ｖｏｌ .10

Education  of  SAMEGAWA

我妻佳奈さん

根本偲吹君

佐川未咲さん

藤田侑伽さん

将来は保健の先生になりたいです。保健の

先生が優しくしてくれるので、私もなりたい

と思いました。優しくて面白くて何でも分
かる保健の先生が目標です。普段から下級
生などに優しくするように頑張っています。

美容師になることが夢です。おばあちゃん

が床屋をやっていて、髪を切っているとこ

ろがかっこいいと思いました。人を喜ばせら

れる美容師になりたいです。着付けやヘア

セットなどもやってみたいです。

将来の夢は動画を投稿するYouTuberにな

ることです。アイデア次第で、自由なことを

できるところが魅力です。友だちを笑わせ

ることが好きなので、面白い動画を投稿し

てたくさんの人を楽しませたいです。

将来は動物関係の仕事で働きたいです。小
さいころは、猫と一緒に昼寝をしていまし

た。今は犬の散歩をすることが楽しいです。
犬の背中を触ると近づいてきてくれるところ

がかわいいです。

鮫
川
村
で
過
ご
し
た
お
正
月
は
、
私

が
今
ま
で
経
験
し
て
き
た
も
の
と

は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
福
島
県
の
郷
土
料

理
「
い
か
に
ん
じ
ん
」
を
初
め
て
食
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
お
正
月
に
煮
魚
を
食
べ
る

の
も
初
め
て
で
し
た
。
実
を
言
う
と
煮
魚

が
す
ご
く
好
き
な
の
で
、
私
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
い
お
正
月
で
し
た
。

　

料
理
以
外
に
も
正
月
飾
り
の
「
ご
ぼ
う

じ
め
」
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
ど
う
や
っ

て
飾
る
の
か
、
な
ぜ
こ
ん
な
形
を
し
て
い

る
の
か
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
だ
る
ま

は
小
さ
い
物
か
ら
順
に
飾
っ
た
り
、
う
る

ち
餅
を
食
べ
た
り
と
、
鮫
川
村
の
お
正
月

は
不
思
議
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

大
晦
日
は
、
欲
張
っ
て
富
田
区
の
八
幡

神
社
、
赤
坂
西
野
区
の
熊
野
神
社
、
赤
坂

中
野
区
の
八
幡
神
社
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
富
田
区
の
八
幡
神
社
で
は
和
太

鼓
を
叩
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
晦
日

は
除
夜
の
鐘
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
和

太
鼓
を
叩
く
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
鮫
川
村
の
お
正
月
を
た
く
さ
ん
満
喫

し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
鮫
川
村
に
来
た
の

だ
か
ら
、
お
正
月
を
満
喫
し
よ
う
と
帰
ら

ず
に
過
ご
し
て
正
解
で
し
た
。
最
初
は
家

族
と
離
れ
て
お
正
月
を
過
ご
す
こ
と
に
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
鮫
川
村
の

皆
さ
ん
の
温
か
さ
の
お
か
げ
で
、
楽
し
い

お
正
月
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

２
月
に
入
り
、
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
が
終
わ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
」
と
聞
か

れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
私
自
身
悩
ん

で
い
ま
す
し
、
不
安
に
な
る
と
き
も
あ
り

ま
す
。

　

自
分
を
信
じ
て
決
断
し
た
こ
と
に
後
悔

は
な
い
と
思
う
の
で
、
残
り
の
任
期
中
に

自
分
を
見
つ
め
直
し
、
進
む
道
を
決
め
て

い
き
た
い
で
す
。
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で
い
ま
し
た
。

　

「
第
61
回
福
島
県
市

町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

（
県
、
県
広
報
協
会
主

催
）
」
で
、「
広
報
さ
め

が
わ
」
が
広
報
紙
（
町

村
の
部
）
で
２
位
に
あ

た
る
入
選
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
枚
写
真

の
部
で
は
佳
作
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
村

民
の
皆
さ
ん
や
関
係
機

関
の
協
力
に
よ
る
も
の

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
必
要
と

さ
れ
る
広
報
紙
を
目
指

し
ま
す
。

　

28
年
１
月
１
日
付
け

で
、
人
権
擁
護
委
員
に

水
野
き
よ
子
さ
ん
＝
赤

坂
中
野
字
宿
ノ
入
＝
が

法
務
大
臣
か
ら
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
30

年
12
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

　

水
野
さ
ん
の
ほ
か
、

芳
賀
亨
さ
ん
＝
渡
瀬
字

江
竜
田
＝
と
佐
藤
文
夫

さ
ん
＝
赤
坂
西
野
字
火

打
石
＝
が
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
文
化
財
防
火
デ
ー

・
火
災
防
御
訓
練
」
は

１
月
17
日
、
富
田
字
彦

次
郎
地
内
「
東
光
寺
・

富
田
薬
師
堂
」
付
近
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
棚
倉
消

防
署
鮫
川
分
署
員
や
村

消
防
団
員
な
ど
関
係
者

約
40
人
が
参
加
。
通
報

か
ら
消
火
ま
で
の
一
連

の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
団
員
ら
は
、
機
敏

な
動
作
で
訓
練
に
臨
ん 水野きよ子さん

村政TOPICS

賀
寿
を
受
け
る
ミ
サ
オ
さ
ん

ま
き
割
り
を
体
験
す
る
学
生

残
り
火
で
餅
を
焼
く
子
ど
も
た
ち

丁
寧
に
餅
を
飾
り
付
け
る
園
児

人権擁護委員に水野さんが再任文化財を火災から守るために

「西山ぽんぽこJr.」「青生野Ｃ」が優勝

鈴木ミサオさんの長寿を祝う

里山の冬仕事を体験 今年１年の無病息災を願って
第17回村親善インディアカ大会

大正５年生まれ満100歳を迎える

東京農大里山景観保全活動 村内で小正月行事「どんと焼き」「とり小屋」

　東京農大の「第95回里山景観保全活動」は12

月19日、20日の２日間、村内で行われました。活動
には、学生14人が参加。小林輝男さん＝赤坂東野
字葉貫＝の指導で間伐作業や炭窯づくりを体験
しました。また、２日目には新米を使って餅つきを

行い、つきたてを味わいました。

　村体育協会主催の「第17回鮫川村親善インディ

アカ大会」は１月24日、村農業者トレーニングセン

ターで行われ、熱戦の末、男女混成の部で「西山
ぽんぽこJr.」、40歳以上の部で「青生野Ｃ」がそ

れぞれ優勝しました。
　また、大会に先立ちスポーツ振興に貢献した個
人や団体にスポーツ功労賞が授与されました。
【受賞者】（敬称略） ▼スポーツ振興功労賞…舟
木良一、我妻邦夫、鏑木重正、佐藤博、金澤寿 ▼

優秀団体・チーム賞…少林寺拳法福島鮫川道院
拳友会【大会成績】 ▼男女混成の部…①西山ぽん

ぽこJr.②西山ほっと③西山ぽっと④西野 ▼40歳
以上の部…①青生野Ｃ②東石ライオンズ③西山ぽ

んぽこ

　大正５年１月15日生まれで満100歳を迎えた鈴
木ミサオさん＝西山字馬場＝に同日、自宅におい

て県南保健福祉事務所の角田敏明健康福祉部
長、大樂村長から長寿を祝う賞状や記念品など

が手渡されました。ミサオさんは「ありがとうござ

います」と笑顔で答えていました。

　正月飾りなどを焼き無病息災や家内安全を願
う小正月行事が１月、村内３ヵ所で行われました。
真坂地区は10日に「とり小屋」が、富田地区は14

日、落合地区は17日に「どんと焼き」が行われまし

た。落合地区では、残り火で焼いた餅を食べて１
年間の健康を願いました。

村政TOPICS

園児たちが伝統行事を体験無火災の誓い新たに

県広報コンクールで「広報さめがわ」が入選

こどもセンターで小正月だんごさし平成28年鮫川村消防団出初め式

　小正月行事の「だんごさし」は１月14日、こども

センターで行われました。子どもたちは、東石老
人クラブのメンバーが臼

う す

と杵
き ね

でついた餅を口いっ

ぱいに頬張ったあと、実際に餅つきを体験。続い

て、願い事をしながらミズキの枝に餅をさし、小
正月行事を楽しみました。

　「平成28年鮫川村消防団出初め式」は１月４
日、村公民館で行われ、今年１年の無火災を祈願
しました。
　出初め式に先立ち、消防車両によるパレードで

火災予防を呼びかけたあと、通常点検と水勢披
露が行われました。式には、幹部団員や来賓など

約140人が出席。無火災祈願の黙とう、集中豪雨
に備えた安全装備品交付、村長あいさつ、団長式
辞に続き、無火災分団と優良団員に表彰状など

が手渡されました。

▼無火災分団表彰…第１分団、第２分団、第３分
団 ▼優良団員表彰（敬称略）…[第１分団]鈴木
忠、鈴木孝宏、蛭田末夫[第２分団]北條浩二、関
根直人、関根善広[第３分団]田中宏幸、芳賀真
一、笹島幸二

ほ っ と ニ ュ ー ス

放水訓練を行う消防団員入選した広報さめがわ

上　通常点検を受ける幹部団
員／下　無火災分団と優良団
員に賞状が贈られた

上　熱戦が繰り広げられたイン

ディアカ大会／下　表彰を受け

たスポーツ功労賞受賞者
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Book

はなちゃんは、と
ても早起きな小
学生。真っ先に向
かうのは台所で

す。はなちゃんが

作るのは、お母さ

んに教えてもらっ

た「だし」から作るみそ汁です。が
んで残り少ない命を覚悟した母親
が５歳の娘に伝えたのは、一人でも

生きていける力でした。

けんか、いじめ、
先生と相性が悪
い、自分だけ「で

きない」「分からな

い」。我が子が逆
境に立たされたと

き、親はどう接す

ればいいのか？　逆境から自分で

立ち直る力の伸ばし方とは…。

1213 1213

図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

ながた・なりひさ●修明高等学校鮫川校に勤務。趣味はチョウ
チョウ採集、水泳、ゴルフ。モットーは「何事にもチャレンジす
る」。赤坂中野区在住。

211村民【随想】リレー

永田斉寿さん

つながり

み ん な の ペ ー ジ

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
と
き
の
達
成
感

奥州鮫川太鼓保存会
宗田真弓会長／６人

　

奥
州
鮫
川
太
鼓
保
存
会
は
、
太
鼓
を
通
じ

て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
村
に

伝
統
芸
能
を
残
そ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
１
９
９
３
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
会
員
６
人
。
村
成
人
式
や
鮫
川
花

火
大
会
の
ほ
か
、
依
頼
が
あ
れ
ば
村
外
で
も

演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。
演
奏
し
て
い
る
曲

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
鼓
動
と
共
に
」
「
こ

だ
ま
」
の
２
曲
で
、
テ
ン
ポ
が
い
い
曲
調
が

特
徴
。
三
面
打
ち
や
早
打
ち
な
ど
、
見
応
え

聴
き
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

「
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
演

奏
で
き
た
と
き
に
達
成
感
を
得
ら
れ
ま
す
」

と
宗
田
会
長
。
「
伝
統
芸
能
を
残
し
て
い
く

た
め
に
も
、
子
ど
も
や
若
い
人
た
ち
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
続
け
ま
し
た
。

さ

る

め

集

が

い

わ

46

を

彩

■

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

新
年
や
宇
宙
の
花
火
見
に
お
い
で

中
井

　
恒
峯

も
ど
ら
れ
ぬ
我
が
家
思
い
て
夜
長
か
な

黒
田

　
寿
香

餅
搗
き
も
現
代
風
に
蒸
し
搗
き
器

北
條
素
人
坂

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
封
も
切
ら
ず
に
年
新
た

松
本

　
精
一

平
渓
（
台
湾
）
に
大
天
燈
点
火
古
希
祝

前
田

　
縫
子

暖
か
な
陽
射
し
の
中
の
出
初
式齋

須
　
信
子

滅
相
な
「
閔
妃
暗
殺
」
の
こ
と
は
じ
め

土
　
竜

　
庵

は
だ
か
木
に
光
や
わ
ら
か
三
ヶ
日

山
本

　
恵
子

温ぬ

く
す
ぎ
て
正
月
五
日
庭
い
じ
る

鈴
木

　
米
子

読
み
初
め
や
木こ

け

し

形
子
木
地
師
の
負
う
哀
史

山
本
五
十
鈴

短　
　

歌

背
戸
山
の
初
日
に
匂
う
や
ぶ
椿
異
常
暖

冬
に
冷
夏
案
ず
る

鈴
木
イ
ミ
子

寒
さ
く
る
冬
を
迎
い
て
紅
を
匂
わ
す
茶

山
花
は
人
の
心
を
清
ら
に
穏
ま
す

佐
藤

　
春
枝

新
た
な
る
年
を
迎
え
て
神
棚
に
飾
る
し

め
縄
香
り
も
ゆ
か
し

水
野

　
珠
子

申
年
に
因
む
が
如
く
大
家
族
と
こ
ろ
狭

し
と
新
年
会
の

石
井
　
幸
子

雪
も
無
く
長
閑
に
新
年
過
ぎ
て
行
く
私

も
静
か
に
家
族
と
共
に

須
藤
シ
ツ
エ

華
や
か
に
新
年
迎
え
て
子
等
集
う
私
を

気
遣
い
声
を
ひ
そ
め
て

前
田
喜
三
子

初
日
の
出
陽
光
明
る
く
野
を
照
ら
す
早

く
も
水
仙
咲
き
並
び
お
り

関
根
ヨ
ネ
子

ボ
ケ
防
止
の
願
い
を
込
め
て
参
拝
す
山

本
不
動
の
鐘
の
音
響
か
せ

藤
田
千
代
子

波
風
の
荒
れ
し
も
今
年
は
明
け
に
け
り

夢
を
託
し
て
初
日
に
祈
る

関
根
ハ
ナ
ヨ

願
え
込
め
申
に
因
ん
で
巡
り
来
る
神
社

仏
閣
気
儘
に
初
日
を

板
橋
　
源
良

帰
省
せ
し
子
等
と
お
ろ
が
む
初
日
の
出

家
内
の
無
事
と
平
和
を
願
う

関
根
キ
ヌ
子

除
夜
の
鐘
去
り
行
く
年
に
感
謝
音
か
明

け
る
申
年
初
日
に
祈
る

矢
吹

　
一
二

新
鮮
な
七
草
粥
に
申
年
の
幸
せ
托
し
つ

楽
し
く
夕
餉
を

北
條

　
　
平

高濱正伸著、プレジデント社

N
AG

ATA
  N

AR
IH

ISA

絵本　はなちゃんのみそ汁

へこたれない子になる育て方

安武信吾・千恵・はな著、講談社

　

修
明
高
校
鮫
川
校
へ
の
着
任
に
伴
い
、

昨
年
４
月
に
鮫
川
村
で
生
活
を
始
め
て
、

は
や
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

天
気
の
良
い
休
日
に
は
、
家
族
で
舘
山

公
園
な
ど
へ
散
歩
に
行
き
、
鮫
川
村
の

自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
教
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
、
修

明
高
校
の
前
身
に
あ
た
る
東
白
川
農
商

高
校
本
校
で
し
た
の
で
、
鮫
川
村
と
は

縁
を
感
じ
ま
す
。
当
時
、
科
学
部
の
夏

合
宿
の
手
伝
い
で
、
毎
年
、
鹿
角
平
天

文
台
で
生
徒
と
一
緒
に
天
体
観
測
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
き
ら
き
ら
と
し
た

天
の
川
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で

き
、
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
ク
ラ
ス
に
は
、
鮫
川
村
出

身
の
生
徒
た
ち
が
い
ま
し
た
。
数
年
前
、

偶
然
乗
車
し
た
常
磐
線
の
電
車
で
、
声

を
か
け
て
き
た
車
掌
さ
ん
も
そ
の
教
え

子
の
一
人
で
し
た
。
鮫
川
村
出
身
の
教

え
子
が
、
立
派
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
20
数
年
経
っ
た
今
、
鮫
川

校
の
生
徒
た
ち
を
前
に
教
壇
に
立
っ
て

い
ま
す
。
鮫
川
校
で
は
、
小
規
模
校
の

利
点
を
生
か
し
て
、
生
徒
の
進
路
実
現

の
た
め
に
個
別
指
導
に
力
を
入
れ
、
他

校
で
は
で
き
な
い
手
厚
い
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
鮫
川
校
の
卒
業
生
が
各
地

で
活
躍
し
、
近
い
将
来
、
成
長
し
た
教

え
子
た
ち
と
再
会
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
、
日
々
、
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
芳
賀
悦
男
さ
ん（
赤
坂
東
野
字
滝

ノ
下
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！
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昨
年
11
月
に
矢
祭
町
で
行
わ
れ

た
「
第
37
回
東
白
川
郡
短
歌

大
会
」
で
、
関
根
ハ
ナ
ヨ
さ
ん
の
作

品
が
「
佳
作
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
秋
の
歌
で
、
夫
婦
で
縁

側
に
座
っ
て
満
月
を
眺
め
た
様
子

を
歌
っ
た
も
の
で
す
。
表
彰
式
で
は
、

ハ
ナ
ヨ
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
「
仲
間
が
大
き
な
拍

手
を
し
て
く
れ
て
、
そ
の
音
が
今
で

も
耳
に
残
っ
て
い
る
」
と
喜
び
ま
す
。

　

短
歌
は
約
10
年
前
に
始
め
ま
し

た
。
「
奥
の
鮫
川
短
歌
会
（
北
條
平

会
長
）
」
に
所
属
し
、
月
１
回
の
勉

強
会
で
仲
間
と
研
さ
ん
を
積
ん
で
き

ま
し
た
。

　

ハ
ナ
ヨ
さ
ん
は
、
風
景
や
家
族
を

題
材
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
頭
に
情

景
を
思
い
浮
か
べ
て
31
文
字
に
ま
と

め
ま
す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
字
数

で
表
現
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
考
え
る
の
は
大
変
。
で

も
、
そ
の
お
か
げ
で
頭
を
使
う
の
で
、

ボ
ケ
防
止
に
な
っ
て
い
る
よ
」
と
笑

い
ま
す
。

　

小
さ
な
変
化
に
気
付
き
、
そ
こ
か

ら
良
い
文
句
が
浮
か
べ
ば
書
き
留
め

て
い
ま
す
。
ハ
ナ
ヨ
さ
ん
に
よ
っ
て

は
、
日
常
の
さ
さ
い
な
事
も
短
歌
に

な
り
ま
す
。
「
下
手
な
が
ら
も
、
短

歌
は
私
の
生
き
が
い
。
今
回
の
受
賞

を
機
に
、
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
」
と

目
を
細
め
ま
し
た
。

「佳作」に選ばれた

作品を手に笑顔がこ

ぼれるハナヨさん

郡短歌大会で贈られた賞
状。ハナヨさんは「ありが

たい」と何度も口にした

み ん な の ペ ー ジ

芳賀明日香さん

はが・あすか
1994年10月17日生まれ　21歳
Ｏ型　てんびん座
趣味はＤＶＤ・音楽鑑賞
西山字鍛治平

★今、夢中になっているこ

とは？
　週１回、ピアノ教室に

通っています。保育士の

仕事は弾く機会が多いので、
練習を頑張りたいです。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？
　保育士関係の本をたくさ

ん買ったりもらったりした

ので、それらを読み進めた

いです。子どもの大切な時
期に関われる保育士は、す

てきな仕事だと思います。
もっと勉強して、余裕を

もって子どもたちと接する

ことができる保育士になり

たいです。
★鮫川村に住んでいて感じ

ることや好きなところは？
　鮫川村は優しい人が多い

と思います。保護者の皆さ

んと関わる機会が多いです

が、皆さん親切です。また、
近所の人たちも小さい頃か

ら変わらず優しく接してく

れます。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？
　安全に遊べる遊具がある

広い公園があるといいです。
子どもたちが遊んでいる光
景を見られる機会が増えれ

ば、村全体が明るくなると

思います。
■

■材料（約30個分）
煎り大豆…50g　無塩バター…120g　粉糖…30g

塩…少々　薄力粉…160g　きな粉…大さじ１

■作り方
❶煎り大豆をポリ袋などに入れて細かく砕く。
❷室温に戻したバターをボウルに入れて泡立て器で軽く

混ぜ、粉糖、塩を加え、白っぽくなるまで混ぜる。
❸❷に❶を加えて混ぜる。
❹ふるっておいた薄力粉ときな粉を❸に加え、ゴムベラ

で底から返すように混ぜる。
❺粉っぽさがなくなったら冷蔵庫で30分ほど寝かせ、生
地を１つ当たり10gにして手で丸める。
❻オーブンシートを敷いた天板に並べ、170℃に熱した

オーブンで約25分、焼き色をつけないように焼く。
❼熱いうちに、粉糖ときな粉（分量外）を混ぜたものをま

ぶす。冷めたら茶こしで粉糖ときな粉（分量外）をまぶす。

若者の広場　№ 134

短歌

関根ハナヨさん
せきね・はなよ／西山字水口／ 86歳

日常のささいな事も短歌に
頭を使って認知症予防にも

３月は、山形康浩さん（青生野
字江堀在住）の予定です。

保
育
士
は
す
て
き
な
仕
事

あなたの

Vol.43

光る技

キラり

きな粉のスノーボールクッキー

今月の一品

22年度アイディア料理コンテスト最優秀賞作品

さ め が わ レ シ ピ

円谷初枝さん（33）富田字中沢
紹介者から一言

比較的簡単なので、子どもと一緒に楽しく
作れます。煎り大豆ときな粉は「手まめ館」
で買えるので、ぜひ試してください。香り、
味が全然違います。
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■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予防を

呼びかけます。

２月の担当は―
修明高鮫川校
保健委員会（２年）

　薄井菜摘さん

　佐川法子さん

自
動
車
の
抹
消
な
ど
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
午
前
０
時
現
在
の
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
所
有
者
」

ま
た
は
「
使
用
者
」
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
例
年
、
「
所
有
し
て

い
な
い
自
動
車
の
納
税
通
知
書

が
届
い
た
」
「
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
」
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
自
動
車
の
登
録

（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）
手
続

き
は
、
３
月
末
ま
で
に
福
島
運

輸
支
局
な
ど
で
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

問
登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

平
成
28
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

仙
台
国
税
局
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
国
税
専
門

官
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重

要
な
仕
事
で
、
税
務
署
な
ど
に

お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検

査
・
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

受
験
資
格　

▼
昭
和
61
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者
▼
平
成
７
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次

に
掲
げ
る
者
…
①
大
学
を
卒

業
し
た
者
お
よ
び
平
成
29
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
②
人
事
院
が

①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
付
期
間　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
…
28
年
４
月
１
日
㊎
〜
４

月
13
日
㊌
▼
郵
送
・
持
参
…

28
年
４
月
１
日
㊎
〜
４
月
４

日
㊊

申
し
込
み　

原
則
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
持
参
ま
た
は
郵
送
用

受
験
申
込
書
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
へ
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

第
１
次
試
験
日　

５
月
29
日
㊐

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係
☎
０
２
２
‐
２
６

３
‐
１
１
１
１

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

　

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局

は
、
国
有
林
野
事
業
を
理
解
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
意
見
・

要
望
を
把
握
し
て
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
役
立
て
る
た
め
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

依
頼
期
間　

28
年
４
月
か
ら
30

　

年
３
月
ま
で

依
頼
内
容　

国
有
林
の
広
報
誌

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
定

期
的
に
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
国
有
林
野
事
業
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も

ら
う
ほ
か
、
国
有
林
の
管
理

経
営
に
対
す
る
意
見
や
提
言

を
聞
き
ま
す
。

応
募
条
件　

福
島
県
、
茨
城

県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼

玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
山
梨

県
お
よ
び
静
岡
県
に
住
ん
で

い
る
国
有
林
野
事
業
に
関
心

の
あ
る
20
歳
以
上
（
28
年
４

月
１
日
時
点
）
の
人　

※
国

会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
お

よ
び
常
勤
の
国
家
公
務
員
は

除
く

応
募
方
法　

２
月
26
日
㊎
（
必

着
）
ま
で
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
便
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
関
東
森
林
管

理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。
▼
必
要
事
項
…
①
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別
③

生
年
月
日
④
住
所
⑤
電
話
番

号
⑥
職
業
⑦
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
募
集
を
知
っ
た
き
っ
か

け
⑧
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応

募
す
る
理
由

問
関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
担
当
係
☎
０
２
７
‐

２
１
０
‐
１
１
５
０
／
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
２
７
‐
２
１
０
‐
１
１

５
４

…
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支

局
登
録
部
門
☎
０
５
０
‐
５

５
４
０
‐
２
０
１
５
／
自
動

車
税
納
税
通
知
書
の
送
付
先

変
更
な
ど
に
関
す
る
こ
と
…

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課

税
課
☎
０
２
４
８
㉓
１
５
１

９
多
重
債
務
相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所
は
、
借
金

を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
人
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

相
談
は
無
料
な
の
で
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

福
島
財
務
事
務
所

理
財
課
（
福
島
市
松
木
町
13

‐
２
）

受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

そ
の
他　

な
り
す
ま
し
詐
欺
な

ど
の
金
融
犯
罪
被
害
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
日
ご
ろ

か
ら
注
意
す
る
内
容
な
ど
を

説
明
す
る
出
前
講
座
を
行
い

ま
す
（
講
演
料
無
料
）
。

問
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
４
‐
５
３
５
‐
０
３

０
３

介
護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
は
、
高

齢
者
介
護
事
業
所
の
担
当
者
と

相
談
や
面
談
が
で
き
る
「
介
護

職
ミ
ニ
面
接
相
談
会
」
を
開
き

ま
す
。
各
事
業
所
の
話
を
聞
い

た
り
、
希
望
す
る
事
業
所
の
面

接
選
考
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
㊎
13
時
30
分

　

〜
15
時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

　

「
地
下
会
議
室
」

対
象　

▼
高
齢
者
介
護
職
に
興

味
が
あ
る
人
▼
資
格
は
あ
る

が
未
経
験
の
人
▼
介
護
職
面

接
希
望
者
な
ど

申
し
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白

河
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

内
容
や
参
加
事
業
所

な
ど
の
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
白
河
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
☎
０

　

２
４
８
㉔
１
２
５
６

案
内

i
募
集

i
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住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

■今月の納税　　　　　　　　

後期高齢者医療保険料（第７期）
※納期限：２月29日(月)

毎
月
８
日
は「
歯
の
日
」で
す

福島県産業別最低賃金（５業種）
が改正されました

　福島県産業別最低賃金（５業種）が27年 12

月 27日までに全て改正されました。
　また、次の人は対象となりませんが、福島県
最低賃金（705円）が適用されます。 ▼① 18歳
未満または 65歳以上の人②雇用後３ヵ月未満
で、技能習得中の人③清掃、片付けなど、これ

らに準じる軽易な業務に主として従事している

人④①～③のほか「電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」
は、小型電動工具もしくは手工具を用いて行う

穴あけ、かしめ、巻線、組線、取り付けまたは

小物部品の包装もしくは箱入れの業務に主とし

て従事している人
問福島労働局労働基準部賃金室☎０２４‐５３６‐
　４６０４

■ 特定（産業別）最低賃金

※１　二輪自動車小売業（原動機付き自動車を含む）を

　　　除く。
※２　医療用計測機器製造業（心電計製造業を除く）を

　　　除く。
※３　最低賃金額は時間額です。また（　）内の金額は、
　　　改正前の最低賃金額です。

業　　種 最低賃金 発効日
計量器・測定器・分析機器・試験
機・測量機械器具・理化学機械器
具、時計・同部品、眼鏡製造業

801円
（787円） 27.12.18

自動車小売業（※１） 800円
（785円） 27.12.18

非鉄金属製造業 816円
（802円） 27.12.19

電機部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器
具製造業（※２）

767円
（753円）27.12.20

輸送用機械器具製造業 803円
（789円）27.12.27
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暮らしのカレンダー

日 月

２/１
●図書館休館日

●トレセン休館日

●後期高齢者医療保険
　料納期限

７ ８
　あらまちクリニック(棚倉町)

　☎33-8018

●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４ヵ月児健康診
　査・お母さんの口腔
　健康相談…13:30 ～／
　塙厚生病院

14 15
　ふじた循環器科内科クリニック

　(棚倉町)☎33-2013

●図書館休館日

●トレセン休館日

21 22
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145 ●図書館休館日

●トレセン休館日

28 29
　和田医院(棚倉町)☎33-2012 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●後期高齢者医療保険

　料納期限

６ ７
　金澤医院(矢祭町)☎46-2312 ●図書館休館日

●トレセン休館日

火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

●やまゆり保育室[こ]

９ 10 11 建国記念日 12 13
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●やまゆり乳児室[こ]

●３歳児健診…
　13:00～[保]

　つちやクリニック
　(塙町)☎43-2250

●図書館休館日

●トレセン休館日

16 17 18 19 20
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●やまぶきの会…
　10:00～15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00～[図]

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

●心配ごと相談…
　13:00～15:00[公]

●こどもセンター１日
　入園

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

23 24 25 26 27
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●１歳６ヵ月児健診…
　13:00～[保]

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

３/１ ２ ３ ４ ５
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

●「手まめ館」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●やまゆり保育室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

８ ９ 10 11 12
◆送迎車運行日
　(西野・西山・富田方面)

●やまゆり乳児室[こ]

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

◆送迎車運行日
　(中野・東野方面)

●「さぎり荘」定休日

◆送迎車運行日
　(渡瀬・青生野方面)

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

●中学校卒業証書授与式

●筋力づくり教室…
　10:00～15:00[保]

人の
動き

1/1 現在・（　）は前月比

人口 3,760 人 （－13）
（－ 7）
（－ 6）
（－ 3）

　女
1,896 人　男
1,864 人

世帯 1,151 戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター ２

医

医 医

医

医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

おく
やみ

12月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

岡 田 舟木　　仁 11.30 83歳
寅卯平 舟木　久江 12. 7 78歳
江竜田 芳賀美生子 12.14 82歳
大 平 関根　吉次 12.17 58歳
二反田 船木ヨシノ 12.17 91歳
茅 藤田　　清 12.21 80歳

火打石 佐藤　庄市 12.21 91歳
蕨ノ草 齋藤　　一 12.22 67歳
水 口 三瓶フミヨ 12.26 87歳

■社会福祉事業のために[金員]…舟
木好光(富岡町)　舟木慎一(寅卯
平)　芳賀一(白河市)　関根保吉
(大平)　船木彦助(二反田)　藤
田勝美(茅)　佐藤文夫(火打石)
三瓶富士夫(戸草)
■ひだまり荘へ[紙おむつ]…前田榮
　(官代)
■ひだまり荘へ[シルバーカー]…矢
　吹豊治(官沢)
■ひだまり荘へ[輪投げ]…赤坂中野
　区(区長・金澤一四)
■村図書館へ[図書券]…琴城流大正
琴アンサンブル・ラブ（代表・本
宮孝子）

■特産品の育成および地域産業の振
興に関する事業のために[金員]…
菊地亮介(宮城県)

■教育、歴史文化の保存に関する事
業のために[金員]…清水自由理
(茨城県)
■子育て支援などに関する事業のた
めに[金員]…水野和美（神奈川
県）

寄付
寄贈

12月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

February

1819

※お誕生、おくやみ、寄付・寄贈欄への掲載を希
　望しない人は、届け出の際に申し出てください。

お誕生

12月届け出分・敬称略

お誕生はありませんでした


